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国民休暇村における眺望景観の形成とその特徴

カ日治 隆(日本アメニティ研野m
1.研究の背景と目的

国民榊毘村(平成 13年(2001)に「榊献す」と改札以下「榊霞柏とする。)は、国立・固定公園の集団施設地区計画

に基づいて宿泊施設を中心lこ園地、野営場、スキー場などを劉詰し、国民の風景観賞、付議、野外レクリエーションに

資する公園利用の拠点である。榊民村は昭和36年(1961)から国および都商覗並びに(財)榊閥、協会が整備し、管

理運営は(財)榊院本協会が行なっている。現在、全国に 36カ所あり、平成15年度の榊民村における利用者数は 447

万7千人に及んでいる。付胡毘村信長団施設地区)に関する研究としては、榊毘村の計画に関する研究1)、集団施設地区

の立地タイプの研究2)、集団施設地区の景観に関する研究03)、榊毘村におけるインターフ。リテーションに関する研究4)、

榊献すの空間構造に関する研究5)などがあるが、榊毘村のE賠顎観に関する研究はなかった。本研究は、全榊民村

を対象とし、その眺望景観の形成とその特徴及て月見長場について考察することを目的とした。

研究の方法は、術開ナの地形図、計画図の収集と整理、現地調査による視点場からの視覚沿析を行うことによ

り榊毘村の艇歪景観の形成要因を明らかにするとともに、視長場づくりの技術句手法などについて検討した。

2.休暇村の眺望景観

(1)分析方法

分析には主に五万分のーの河野図、二万五千分の一地形図及び榊毘村計画図(五千分の一)も補完的に参照した。

定量分析としては、各併司段村における視点の位置を定め、視有Jから視対象の可視性を判断した上で主要な視対象を抽

出し、視距離、比高、視角(仰角、僻角)の計測を行い、視覚分析を行った。

①視点と主観見対象の選出

視点の位置(視点場)は、宿舎が全般的に榊関ナのほぼ中心部に位置していることから宿舎の玄関地先とした。視対

象は、筆者が各榊毘村の視点に立ち、そこから可視できる山岳、島l興、構造物、水面などの中から1または2の視対象

を選び、これを主要視対象とした。主要視対象は、山岳など陸域におけるもの 21ヶ所、島l興、海面など海域におけるも

の32ヵ所、合計53ヵ所お望出した。

②分析項目

a.視距離は、視，献ミら可視で、きる視対象まで、の水平距離を視距離とし、地形図によりその距離を計測した。

b.視角(側卯角)

視角(鮒叩角)の計測は、①山岳・島暁・構造物の場合は視点と山岳、島暁の山頂部(構造物はその中央部)との

標高差、創毎(湖)面の場合は視点と手前の海(湖)岸線との標高差を計測し視距離で除して視角を算出した。なお、

視覚分析にあたって傭角および仰角の判断標準を次の通りとした。

街角は、主に水面(海および湖面)の眺望を主題とするため、 1ぴ以上の場合は断崖感を感じさせるものとし、

f 以下の場合を広大な開放感を感じさせるものとした。

仰角は、特に 50以下の場合は容易に山岳など山容全体が見え、スカイラインが視覚的に卓越した重要性をも

っという知貝からrとした。盟
(2)髄顎観の鞘教

視対象は表-1に示した通り 53カ所である。このうち街角の視調象は26ヵ所で、4ヵ所の島l興を除きすべて海(湖)

面である。仰角の視対象は27ヵ所で、構造物の2ヵ所以外はすべて山岳である。

①僻角

街角による視長場からの視対象の見え方は、図-1に示しお直りである。一脚告に海(湖)面を視対象とする備轍景
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表ー1立地標高と視対象の視角及び景観保護状況

視点の標高 視角 景観保護状況

立地標高 休暇村 (宿舎位置) 主要視対意 (備角.-) 特別保謹 特別地揖

区分(m) (m) (仰角. ) 情負 仰角 地区 {第1，2覆}

乗鞍高原 1，595，0 乗鞍岳 14，9 • 。日光湯z 1.483，6湖 0，15 • 1 
1，∞0-鹿沢高原 1，376，2 新鹿沢逼皐 -3，9 • (2.l 

茶臼山高原 1，240，0 事日山 16，7 ② 
那須 1，217，3 朝日岳 14.4 。
吾妻山 999，0 吾董山 19，6 1 

大山鏡ヶ成 915，0 烏ヶ山 13，2 。
磐檎高原 826，1 磐樋山 6，8 。

1000 妙高(五量彰) 785，8 妙高山 17，3 。
国沢湖高原 785，0 乳頭山 9.4 

500 岩手綱張温泉 772，8 高倉山 8，5 
富士 679.1 富士山 10，9 。O 
南阿蘇 643，0 高岳 8.9 。
議山高原 535.2 上議山 7，3 1.)(2) 
帝釈峡 489.5 聞神山 2.1 
讃岐五色台 374.9 ¢海 1.5 • ②讃戸大橋 -2，2 • 羽黒 312，0 p 356 3.6 • 包)

500 支務湖 286，3 ①湖 3，6 • ②車直岳 5，9 • ① 
100 雲仙 260，0 ①海 5，3 • (霞訪湖沼20 Ii:雲仙岳 5，3 • ① 
佐渡 120.0 〈主海 22，9 • ②鰐峰 2.1 • d溜
紀州加太 106.0 ¢題 12.1 • ②序ノ島 0，1 • ② 
近江八幡 85.3 ①;aII 0，09 • ② 

〔宮ヶ浜) ②沖ノ島 3，1 • ① 
桂中宮古 73.6 ①海 14.0 • 100 ②日出島 0，6 • 。漏p肉車予 70，0 ①溜 13，3 • 50 ②石鑓山 4，5 • ① 
竹野海岸 66.7 ①海 12.7 • ②猶崎 2，7 • 。南淡路 59.0 ①嵩 11.3 • ①鳴門大橋 -0.1 • ② 
南紀勝浦 51.8淘 14，8 • 越前一国 30，0 軍事 -3.4 • 気仙沼大島 25.0 ①海 14，2 • ②小前見島 0.6 • .Jl2 
志賀島 11.0 ①海 3.1 • ②玄海島 2，2 • 皇E
能畳千里浜 10.2調 1，5 • -50 大久野島 6.6 1嵩 1.9 • ②小久野島 4.0 • ② 
南伊豆 6，0 G:海 3.4 • ②芥財天岬 2，6 • ① 
伊良湖 3.0 ①調 0.4 • ②宮山原始 3.3 • ② 
指宿 3.0 ①書 1.7・

②知林ヶ島 1.9 • ② 
館山 2.3 ①海 1.3・

②大房岬 0.6 • ② 

L 53 261 27 

1)榊毘村の立地と髄張観の形成

は、視界がひらけパノラミックな景観が倒僅できる。

街角が10
0

以上の場合は宿舎前面の急斜面お直し

て海面を倒僅することができ、南淡路など8カ所の休

暇村がこれに該当する。備角が最も大きい佐渡

(22.9
0 

)は半島の先端部に立地しているため断崖

景観と広大な海洋捌僅できる。街角が f 以下の

榊闘すは大久野島など11ヵ所あり、倒轍景は小さい

が海との一体感を感じさせる眺望景観となっている。

また、主要視却象が島嘆の陸中海岸、佐渡、讃岐五

色台などの場合は、街角は 2。前後で海域におけ

る点景的な鵬設観を形成している。

②仰角

仰角による視点場から視対象の見え方は図-2

に示した通りで抗。街角を主体とする髄頭観は

開放的であるのに対し、仰角を主体とする景観は

限定的、閉鎖的である。仰角fJ以下の視対象をも

つや同展村は瀬戸内東予など 13カ所である。これら

視対象に対する視線はスカイラインから空にかけ

て集まり、山腹への意識が弱くなることで、まとまり

のある景観を捉えることができる。仰角ゲ "'1ぴ

の視対象をもっ休暇村は雲仙など8ヵ所、 10
0
以

上は富士など 6カ所である。最大の仰角は吾妻山

の 19.6
0

で、山を目前に仰ぎ見るR旭顎観となっ

ている。以上、付d毘村には街角および仰角の視対

象がほぼ同数あり、これらの視対象を主体とする

眺望景観は休暇村の利用者に広大で1防車な空間

の享受と緊張感ある山岳風景の観賞に貴重な場を

提供していることが明らかになった。

3.眺望景観の形成に関する考察

榊毘キナにおける鵬顎観の形成要因を、榊隈村

の立地面呈や視点場の造成手法から考察を行った

結果は次のとおりである。

併胡関村吉建設される以前の集団施設地区は、温泉集落地や国有林野などを含む土地を集団施設地区として整備し

た。そのため、公園専用の施設用地はなく、しカも施設整備予算は少額で、施設は質量ともに貧弱であった。しかし、昭

和 30年代の急激な自然公園利用の増大によって施設の抜材包な改善を図る必要に迫られた。その対応として、国(厚

生省)は昭和35年(1960)に新らたなタイプの集団施地区として「国民榊毘村jの建設を構想し九従来の集団施設地区

に欠けていた公園専用地の確保、低廉な宿泊施設の設置、地域の自然環境を活かした野外レクリエーション施設を備

えた「理想的な集団管占地区jを全国の国立・国定公園の中から選定しようとしたのである。この構想に対し、関係地方

-89 



比 "ι 民国 l.L!!憂国国高畳ß!.......!C..m型~置~盟量

tO，G∞ -2D'・/-1
-< 

1/ 
~ :どと

:ど
-1・

1，000 1/ / 
ーペ).5

/ 
/ 1_'学f

l!位チ当畠畠整盟孟融輔自基 J 
-<)，1・

ト一一;

f/ご!レ
~r 民"

執.，，"'

./ 
10 

明イ
s-i--r 

~ 
日/ V y 

1，0国 100.000 
視距離(m)

1 凡例|
図ー1僻角.視点場(宿舎)からの視対象の見え方|・-山岳，島蹴 l

|----海面(湖面)1

比高(m)
20・"・

8・

;ど璽1戸

:どこトーー司 ーートー トー

~ 
r-'! 

レ
1，000 0.50 

/ 
/ '出;ζ / 

イ

ー
ど1国 〆 !至'lJL

'，1・

..-E:frr '/ 

/ ..~ 戸ノ ゾイ/ la 

0.05 

手号 lj l 
卜一 ! H+一一四;

1レ/ ぷl

/l i H11/: i y llv! 
10 1，削 10，0 100叩O

視距離(m)
| 凡例 l 

図-2仰角:視点場(宿舎)からの視対象の見え方l ・ 2 山岳・島唄|

90 

公共団体は未開発地域の開発のため休

暇村の土地提供や基盤整備に積極的に

協力し、その結果、材胡段村は海浜期防も山

岳部へと多様な自然環境地に整備される

ことになった。その立主也伏況は図-3に示

した通りである。

標高別に休暇村の設置カ所をみると、

①標高 500m以上の山地に立地した併胡毘

村は蒜山高原など 14ヵ所、②標高 100m

から500mの正脚色で、は細十i加太など7カ

所、③標高 100m以下の海浜地域には陸

中宮古など 15ヵ所である。①に該当する

休暇村は仰角の視対象を主体とする仰観

景を、③に該当する休暇村は術角の視対

象を主体とする傭敵景を形成していること

が認められる。

一方、付d毘村の地形は羽黒および日光

湯元は谷底部にあるが、その他の休暇村

は山地、丘陵地の山頂面または緩斜面に

あり、この地彬的条件が榊献すのすぐれた

似国頭観を形成する基盤的要素であるとと

が認められる。

また、視対象の景観句な制面をみるた

めに、視対象が国立・固定公園の保護規

制計画上いかなる保護対象として位置づ

けられているかを調査した。その結果は

表-1に示した通りである。山地、島l興

など36の視対象のうち国立・固定公園の

すぐれた風致景観として糊IJ-f:樽地区に

指定されている視弐橡は、乗鞍高原の乗

鞍岳、那須の朝日岳、磐梯高原の磐梯山

など9カ所の榊毘村でみられる。糊リ地

域に指定されているものは湯苅胡(日光

湯元)、吾妻山(吾妻山)、ム蒜山 C蒜山

高原)など22ヵ所である。

このように視調象の86%が国立・国定

公園の保護すべき「すぐれた風致景観地」

であり、この実態は榊毘村の質の高い眺

望性を実証するものである。



(2)視点場づくりの考え方

榊樹すにおける中心施

設は宿舎である。したが

って、宿舎は休暇村内の

利用の動線、形態を制御

するうえで最も適切な場

所に設けられる。設置ヵ所

は休暇村周辺の自然風

景を充分に観賞ができる

位置に選定されている。

宿舎の位置決定にあたっ

ては、①宿舎のロビーや

客室から山岳、海面など

主要な視対象が常瑚1僅

μふ峡叫与ι-w-四日~ 111111 rr--rrr刊 できるよう宿舎の轍槻

円認前続~詩令 山l 下竹nt↑It↑M1甘1対象に直角に交差するこ
~ι-"-""~勺了L-L-ベ~∞ 白面積 ha lm -…加。 と、②宿舎と視対象との通

図-3 休暇村の標高及び区境面積 景親を確保するため宿舎

周辺を芝生または疎林の園地として良好な防僅空間とすること、など視点場の整備に配慮していることが明らかにfょっ

た。また、宿舎は、「日の出J、「日の入り」など、動的な風景観賞の視点場として利用されている。陸中宮古、南車部新甫な

ど太平洋側の伺司闘すは「日の出」観賞を楽しめるロビーや食堂の配置、陸中宮古では元旦の日の出遥拝のために宿舎

の屋上を榊隈本開t用者はもとより近隣の人々 の視点場として開放している。一方、「日の入りJについては能登千里浜、
志賀島など日柄餅則の榊毘村では、宿舎の前面を芝生イ七、掠林化し夕日を充分観賞できるよう環境整備カ将司つれてい

る。このように榊献すは地域の特色ある自然風最を観賞する視点場として整備されていると指摘することができる。
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4.まとめ

本研究では、全榊献すを対象に、倒僅景観の形成とその特徴を明らかにすることを目的とした。調査の結果、①視

点揚(宿舎)から眺望できる主要な視対象は 53カ所あり、その街角の視対象と仰角の視対象はほぼ同数である。したが

って、榊匪村の髄顎観は、広大で樹齢水面景観と緊張感ある山岳景観で構成されていることが鞘教であること。

②)すぐれた脳雪景観の要因は、跡橡の大部分は国立・国定公園の特別地域または特別来護地図こ指定されている

ことにあることを明らかにした。また、視点場(宿舎)の設定にあたっては視対象とのピスタの確保に配慮し、その京蹄に

よって常時すぐれた風景観賞が行われていることを指摘した。

参考文献

1)堀繁・横田明治・篠原修(1蜘，):国民榊隊計こみる自然仏漕燦団施設地区の計葡思想、i笛理雑誌53(5)、1-186

2)番匠克二・堀繁(1991)集団施議地区にみる国立仏唱和平l開拠点の考え方とその変忍造画雑誌、55(司、247-252

3)樋口忠彦(1976):国立細細胞醐区の景観こついての輔、国立畑、325、11-17

4)油井illi:!、古谷般側、木曾岬日(1蜘i):国民伽酎におけ引ンターカテ一泊L伝動に演する研究千葉大朝濁芸学部得物報告書、第50号、135-148

5)加古隆α∞4)淋暇村の立泌菌室と申伊丹エーョン空間構造及E照明形態の紺数、レジャーレクリエ一泊ン研究第52号、23-36
6)樋口忠吾妻(1975)長誘紋滑駈宣、技報堂、4H3

7)沈悦買賂洋一、下村彰男(19賜;中国西湖の景観構成とその形劇と関する研究ランドスケープ湾問~ 58(5)、157-ω

t
i
 
qυ 




